
 

 

 

令和６年度 学校評価アンケート結果の検証と改善策 

 

【 Ａ ：「はい」 Ｂ ：どちらかというと「はい」 Ｃ ：どちらかというと「いいえ」 Ｄ ：「いいえ」 】 

評価 

項目 
 生   徒 保 護 者 （保 証 人） 教  職  員 

教 

育 

課 

程 

設 問 

○本校の学習内容は、充実し
た高校生活を送れる内容
になっていますか。 

○本校の学習内容は、生徒本人
が充実した高校生活を送れ
る内容になっていると思い
ますか。 

○本校の学習内容は、生徒が充
実した高校生活を送れる内容
になっていると思いますか。 

 
検証と改善 

 

○生徒のＡ回答は、３年生が昨年度の３年生と比べると８％減となっていますが、昨年度２年
生だったときには58％であったのが、今年３年生になり68％に増加しています。 

○保護者のＡとＢをあわせた肯定的回答は、90～94％とおおむね満足できる結果となりました。 
○教職員のＡ回答は、昨年度から2％減少しています。今年度で、全学年が新学習指導要領の教
育課程となります、これまでを振り返り、さらなる指導法の工夫、研究、また、教育課程の改
善に取り組み、教育活動を充実させていきたいと思います。 

学 

習 

指 

導 

設 問 

○本校の授業は、わかりやす
く工夫されていると思い
ますか。 

○本校の授業は、わかりやすく
工夫されていると思います
か。 

○あなたは、教材や教え方を工
夫して、生徒の実態をふまえた
わかりやすい授業の展開に心
がけていますか。 

 
検証と改善 

 

○生徒の回答はＡ、Ｂ合わせると３％減ですが、Ａ回答は11％も減少しています。保護者は
Ａ回答が７％、Ｂ回答も３％減少しています。しかし、教職員はＡ回答が13％も増加して
おり、生徒の実態と教職員の指導の工夫に食い違いがある結果になってしまいました。授業
評価アンケートなどを通して、生徒の実態に即した指導、授業改善が必要です。 
タブレット端末、電子黒板も導入されているので、教員が機器の取扱いに早く慣れて授業改
善に生かしていきたいと思います。 

生 

徒 

指 

導 

設 問 
○あなたは、校則や生徒心得
をよく守っていますか。 

○生徒本人は、校則や生徒心得
をよく守っていますか。 

○あなたは校則や生徒心得につ
いて十分な指導を行っていま
すか。 

 
検証と改善 

 

○生徒指導に関しての肯定的な回答（Ａ＋Ｂ）が生徒９６％、保護者９６％と良好な結果とな
り安心しております。今後も生徒が規範意識や交通マナーを身につけるために、努めていき
たいと思います。自転車利用時の交通安全教室やスマホ安全教室などの講演会を実施するこ
とができました。 

○頭髪や服装に関しても特に進路（就職・進学）等の面からも現在の形が望ましいと考えてい
ます。今後ともご理解とご協力をお願いします。 

○本校では、「いじめ防止基本方針」をもとに、生徒がより良い人間関係を築き、充実した学校
生活が送れるよう取り組みを実施しております。 

進 

路 

指 

導 

設 問 

○あなたは、普段から進路に
ついて具体的に考えてい
ますか。 

○本校の進路指導・情報提
供が進路選択において役
立っていると思います
か。 

○生徒本人と進路についてよ
く話をしますか。 

○本校の進路指導・情報提供が
進路選択において役立って
いると思いますか。 

○あなたは、進路指導意識を持
って生徒と接していますか。 

○進路指導の情報を積極的に活
用していますか。 

 

 

 
検証と改善 

○生徒の回答を見ると、昨年度と学年で比較すると減少しているが、２年生から３年生、１年
生から２年生を見ると、「はい」の割合が増加している。より的確な情報を適用できるよう
に対応していくと同時に、各自が情報を収集できるような指導を取り入れていきたいと思い
ます。求人情報Ｗｅｂ閲覧については、３年生だけでなく、１２月からは就職希望の２年生
にもアカウントを発行しており、今年度の求人を見ながら就職について考えられるように取
り組んでいます。また、３月には進路ガイダンスを実施予定です。生徒の希望する分野の企
業や学校から説明が受けられるものでありますので、来年度以降についても実施を予定して
います。 

○工業科の全学科でインターンシップを予定通りに実施することができました。インターンシ
ップは、地元企業を知り、就業意識を高めるうえでも有意義なキャリア教育であると考えま
す。進学希望者には進路説明会の開催、校外の進学説明会の情報提供と参加を促し、進路選
択に役立てるよう働きかけています。また、オープンキャンパスへの早期参加も促し、高大
連携プログラムへの参加者も増えています。 

○保護者の回答を見ると、学校からの情報提供についての「はい」の割合が減少しています。
特に、今年度の２年生については、昨年度の１年生のときよりも減少しています。学校から
保護者への情報提供等は、どうしても生徒を通してとなるため、十分に情報が届いてないと
いうことも要因の一つかと思もいます。 

 



 

 

環 

境 

・ 

安 

全 

設 問 

○本校では、健康・安全に関
わる指導および学習環境
の整備が積極的に行われ
ていると思いますか。 

○本校では、健康・安全に関わ
る指導および学習環境の整
備が積極的に行われている
と思いますか。 

○本校では、 

健康・安全に関わる指導および
学習環境の整備が積極的に行
われていると思いますか。 

 
検証と改善 

 

○生徒、保護者のＡ回答がどちらも減少しています。記述から、実習室などの夏場の室温や教
室のエアコンの設定などが考えられると思います。教室の位置（階）や日当たり等によって
も室温にばらつきがあるようで、今年度は温度設定も変更しながら稼働させております。ま
た実習室については、スポットクーラーを置くなどの対応をしていますが、まだまだ不十分
な状況ではあるので今後も検討していきたいと思います。 

○委員会活動や講演会などは計画通り行うことができました。夏場の体育館での講演会など
は、教室でのリモートなどに変更するなどの対応をしていこうと思います。 

情 

報 

提 

供 

設 問 

○本校は、家庭への連絡や配
布物などを通じて、必要な
情報を不足なく提供して
いますか。 

○学校からの家庭への連絡や
配布物などを通じて、必要な
情報を不足なく得られてい
ますか。 

○本校は、家庭への連絡や配布
物などを通じて、必要な情報を
不足なく提供していますか。 

 
検証と改善 

 

○生徒、保護者のＡ回答がどちらも減少しています。記述から、プリント等の配付物を生徒に
渡しても保護者まで届かないことや、連絡が遅いことが要因と考えられます。現在はミッタ
メールを活用していますが、classiなどのＩＣＴサービスなどの導入も検討し、保護者の要
望に応えたいと考えています。 

○今後も継続して学校新聞、保健だより、教育相談だより、家庭との通信、学校ＨＰなどの内
容を充実させていきたいと思います。また、デザイン科と美術科、クリエイティブ７部でイ
ンスタグラムを活用した情報発信を実施しています。今後も様々な取り組みや生徒の活躍な
どを積極的に情報提供ししていきたいと思います。 

特 

別 

活 

動 

設 問 

○本校の部活動は、施設面も
含め充実しており、個性を
発揮している生徒が多い
と思いますか。 

○本校の部活動は活発で充実
していると思いますか。 

○あなたは、部活動の振興に積
極的に取り組み、生徒の個性が
発揮できるように努めていま
すか。 

 
検証と改善 

 

○運動部・文化部共に積極的な活動ができ、多くの大会で入賞など大きな成果を得ることがで
きました。その反面、練習時間や練習予定の周知方法や遠征等における遠征費の負担増加、
部全体の連絡事項の情報交換、学校と家庭との連携には、まだまだ課題があると思います。 

○生徒からは、どちらかというと「はい」を含めた肯定的な回答（Ａ＋Ｂ）が、昨年度に続い
て９０％以上あり、一定水準以上の高い評価をいただいておりますが、保護者からは昨年度
より４ポイント下がり８８％と開きがあります。学校全体を通して活発な活動ができている
と思いますが、考査中の活動方法や練習時間の問題など生徒の体調管理も含め、今後も検討
する余地があると思います。 

設 問 

○工芸展、体育祭、クラスマ
ッチなどの学校行事や生
徒会活動、クラス活動は満
足できるものでしたか。 

○工芸展、体育祭、クラスマッ
チなどの学校行事や生徒会
活動は、適切に計画され内容
は充実していると思います
か。 

○工芸展、体育祭、クラスマッチ
などの学校行事や生徒会活動
は、適切に計画され内容は充実
していると思いますか。 

 
検証と改善 

 

○本校の生徒が主体的に活動する３大行事の工芸展、体育祭、クラスマッチは、学校生活の中
で充実した位置づけになっていると思います。ただし、工芸展では作品制作への負担、体育
祭は開催日程、クラスマッチは年１回の実施のみなど、今まで以上に生徒主体で活動できる
学校行事にするためには、さらなる検討や対応策の工夫をしていきたいと思っています。 

○今年度の工芸展は、生徒の保護者やその家族、本校に興味・関心を持っている中学生とその
保護者、地域の方々にも公開ができ、本校の教育活動や学習成果を多くの方々に知っていた
だける機会となりました。また、ＰＴＡの協力によりキッチンカーを導入させていただいた
ことは好評で、同時に、生徒や教職員の負担を軽減することができました。 

そ 

の 

他 

設 問 
○工芸高校の取組みは、総合
的に評価すると満足でき
ますか。 

○工芸高校の取組みは、総合的
に評価すると満足できます
か。 

○本校の取組みは、総合的に評
価すると満足できるものにな
っていますか。 

 
検証と改善 

 

○総合的な評価において、どちらかというと「はい」を含めた肯定的な回答（Ａ＋Ｂ）が生
徒・保護者ともに９５％以上となっており、高い満足の評価をいただきました。特に、工芸
展の取り組みや企業との連携について感謝の言葉が目につきました。その一方で、空調設備
の改善や校則、部活動等について、ご指摘をいただいている点もありました。 

○生徒がより充実した望ましい学校生活を送れるよう検証と改善を続けたいと考えていますの
で、今後ともご理解・ご協力をお願いいたします。 

 


